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【１】
論 文 内 容 の 要 旨 
 肺炎球菌は、肺炎をはじめ髄膜炎、中耳炎などの起炎菌であるとともに結膜炎など外眼部感染症の起炎菌としても
重要である。近年、血清型別不能な非定型的肺炎球菌株による結膜炎の散発的もしくは集団的発生が問題となってい
る。 
 本研究では、いまだ明らかにされていない結膜炎など非侵襲性疾患における肺炎球菌の感染成立の機構やその病原
性あるいは病原因子の特性について解明することを目的として、眼脂より分離された肺炎球菌を対象に、形態学的特
性、生化学的性状、分子生物学的性状の各因子についてそれぞれ解析を行った。また、薬剤の中で特に耐性化が大き
な問題となっているペニシリンに対する耐性の現状を分析した。その結果、外眼部由来の肺炎球菌菌株は、侵襲性疾
患から分離される定型的肺炎球菌とは異なるいくつかの特性を持っていることが明らかになった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 肺炎珠菌は、健常人の上気道に常在するグラム陽性球菌であるが、肺炎、髄膜炎など侵襲性疾患の原因菌として臨
床上重要な病原体である。本菌による侵襲性疾患患者から分離される菌株の殆どは、形態学的特徴として莢膜を保有
し、その抗原性の違いにより型別が可能である。 
 一方、近年、肺炎球菌による結膜炎などの外眼部感染症が世界各地で認められるようになった。肺炎球菌による結
膜炎では、同一菌株による大規模な集団発生も報告されている。そして、このような外眼部感染症患者由来菌株の大
部分が型別不能であるなど、これまでの定型的な肺炎球菌とは異なる性状を示すことが示唆されている。肺炎球菌の
莢膜は、宿主体内においてマクロファージや好中球の貪食作用に抵抗し、侵襲性疾患においては感染成立に必須とさ
れる。莢膜を保有しない非定型的肺炎球菌菌株の感染機構については未だ明らかにされておらず、その性質や薬剤感
受性についての詳しい報告は少ない。 
 本研究では、眼脂より分離された肺炎球菌株を対象として、形態学的特性、血清型別、生化学的性状、分子生物学
的性状、ペニシリン感受性の各因子についてそれぞれ解析を行った結果、これらの菌株は明らかに莢膜を保有せず、
通常の肺炎球菌による感染機序とは異なるメカニズムにより発症していることが示唆された。また、ペニシリン耐性
化の兆しも示唆されるなど重要な所見が得られた。 
 以上の観点から、本研究は博士（保健学）の学位授与に値するものと考えられる。 
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